
「
業
界
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
」
は
社

会
人
経
験
の
浅
い
若
者
に
、
各
業

界
出
身
の
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー

（
Ｊ
Ｓ
）
が
仕
事
内
容
や
成
長
性
、

求
め
ら
れ
る
人
物
像
、
や
り
が
い

な
ど
を
伝
え
る
目
的
で
始
ま
っ
た
。

大
学
や
短
期
大
学
、
専
門
学
校
の

在
学
生
（
１
―
４
回
生
）
や
35
歳

未
満
の
若
者
を
対
象
に
今
年
で
３

回
目
を
迎
え
た
。

今
回
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

と
し
て
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
石

渡
嶺
司
氏
が
「
ネ
ッ
ト
就
活
の
限

界
」
と
題
し
講
演
す
る
。
石
渡
氏

は
「
就
活
の
バ
カ
ヤ
ロ
ー
」
「
就

活
の
コ
ノ
ヤ
ロ
ー
」
な
ど
の
著
者

で
、
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
エ
ン
ト
リ
ー

や
就
職
活
動
の
問
題
点
を
指
摘
し

て
き
た
。

各
ブ
ー
ス
で
は
、
百
貨
店
や
航

空
、
建
設
、
IT
、
金
融
、
ア
パ
レ

ル
、
旅
行
、
不
動
産
、
マ
ス
コ
ミ
、

食
品
メ
ー
カ
ー
、
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
、

文
具
・
事
務
機
器
メ
ー
カ
ー
、
化

粧
品
の
13
業
界
と
、
事
務
職
、
営

業
職
、
製
造
職
の
３
職
種
に
つ
い

て
Ｊ
Ｓ
が
30
分
程
度
で
仕
事
内
容

な
ど
を
説
明
す
る
。

学
生
た
ち
は
興
味
関
心
の
あ
る

業
界
ブ
ー
ス
を
渡
り
歩
き
、
そ
れ

ぞ
れ
の
仕
事
内
容
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
仕
組
み
だ
。
業
界
の
裏

ネ
タ
や
給
与
や
休
み
の
実
態
、
採

用
試
験
の
突
破
方
法
な
ど
、
経
験

者
な
ら
で
は
の
生
々
し
い
話
が
聞

け
る
。

時
間
は
午
後
12
時
半
か
ら
17
時

（
正
午
か
ら
受
付
開
始
）
。
途
中

の
入
退
場
は
自
由
。
事
前
予
約
が

必
要
と
な
る
。
問
い
合
わ
せ
は
大

阪
新
卒
応
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
電
話

０
６
（
７
７
０
９
）
９
４
５
５
へ
。

「
わ
か
も
の
就
職
面
接
会
～
未

経
験
か
ら
育
て
ま
す
～
」
が
１
月

27
日
午
後
１
時
か
ら
、
大
阪
市
北

区
の
阪
急
グ
ラ
ン
ド
ビ
ル
26
階
で

開
か
れ
る
。

未
経
験
の
若
者
を
一
か
ら
育
て

よ
う
と
い
う
損
保
や
不
動
産
、
ア

パ
レ
ル
、
食
品
、
電
鉄
、
製
造
業

な
ど
20
社
が
参
加
す
る
。
募
集
職

種
は
総
合
職
や
営
業
、
販
売
、
経

営
企
画
、
管
理
部
（
総
務
、
経
理
）
、

ホ
テ
ル
運
営
職
な
ど
多
彩
だ
。
今

年
３
月
卒
業
予
定
の
大
学
、
短
大
、

専
門
学
校
生
（
留
学
生
含
む
）
や
、

35
歳
未
満
の
若
者
が
対
象
。

参
加
希
望
者
は
履
歴
書
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
紹
介
状
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

カ
ー
ド
を
持
参
し
、
直
接
会
場
へ
。

企
業
へ
の
事
前
の
応
募
連
絡
は
不

要
。
問
い
合
わ
せ
は
大
阪
新
卒
応

援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
電
話
０
６

（
７
７
０
９
）
９
４
５
５
へ
。
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くるみん取得

２社に聞く

地方自治担う

２女性が意欲

裏ネタ、採用のポイント 経験者が伝授

2

大阪新卒応援ハローワークは2月12日、大阪市北区の阪急グランドビル26階で「業界研究カフェ

テリア」を開く。今回はオープニングセミナーとして、就職活動について多数の著書があるジャー

ナリストの石渡嶺司氏が講演する。百貨店や航空、マスコミ、化粧品など13業界、3職種のブー

スを設置。各業界の魅力や将来像などについて理解を深め、仕事選びに生かしてもらう。

業
界
研
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ア
、
２
月
12
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プ
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20
社
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て
ま
す
」
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、
就
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面
接
会

百
貨
店
、
航
空
な
ど
13
業
界
、
講
演
も
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昨
年
開
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た
業
界
カ
フ
ェ
テ
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の
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「
次
世
代
行
動
計
画
の
策
定
は
、

２
０
０
５
年
の
対
策
推
進
法
の
施

行
時
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
。
実

施
す
る
以
上
は
、
実
の
あ
る
も
の

に
し
た
い
と
の
思
い
が
強
く
あ
っ

た
」
。
レ
ン
ゴ
ー
の
人
事
部
女
性

活
躍
推
進
室
長
は
こ
う
強
調
す
る
。

同
社
は
日
本
初
の
「
段
ボ
ー
ル
」

製
造
販
売
会
社
と
し
て
１
９
０
９

（
明
治
42
）
年
に
創
業
し
た
。
現

在
で
は
、
板
紙
か
ら
段
ボ
ー
ル
ま

で
の
一
貫
生
産
に
加
え
、
印
刷
紙

器
や
フ
ィ
ル
ム
包
装
な
ど
消
費
者

包
装
分
野
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
重
袋

な
ど
重
包
装
分
野
ま
で
、
あ
ら
ゆ

る
包
装
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
総
合

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
企
業
で
あ
る
。

次
世
代
行
動
計
画
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
３
回
、
基
準
適
合
一
般

事
業
主
と
し
て
厚
生
労
働
省
大
阪

労
働
局
か
ら
認
定
を
受
け
て
い
る
。

社
員
約
３
７
０
０
人
に
占
め
る

女
性
の
比
率
は
1
割
以
下
に
留
ま
っ

て
い
る
。
「
女
性
が
少
な
く
、
ど

う
し
て
も
男
女
で
意
識
の
温
度
差

は
あ
る
が
、
男
性
を
含
め
た
働
き

方
の
見
直
し
は
他
人
事
で
は
な
い
、

と
い
う
意
識
を
全
社
に
喚
起
す
る

き
っ
か
け
に
な
っ
た
」
と
推
進
室

長
。「

女
性
が
働
き
や
す
い
環
境
を

整
え
る
こ
と
で
、
能
力
を
十
分
発

揮
し
、
業
務
に
邁
進
し
て
も
ら
い

た
い
」
と
成
果
を
語
る
。

主
な
制
度
で
は
、
育
児
短
時
間

勤
務
や
子
の
看
護
休
暇
は
小
学
校

３
年
修
了
前
ま
で
利
用
で
き
る
。

復
職
後
の
勤
務
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

制
度
も
あ
る
。

特
に
第
三
子
以
降
の
出
産
祝
い

金
を
百
万
円
と
大
幅
に
引
き
上
げ

た
。
「
子
ど
も
を
生
み
育
て
や
す

い
環
境
づ
く
り
が
狙
い
だ
。
社
員

が
少
子
化
問
題
へ
の
意
識
を
高
め

る
契
機
に
も
な
っ
た
」
。

２
０
０
６
年
４
月
の
導
入
か
ら

14
年
11
月
ま
で
、
延
べ
２
３
１
人

が
受
給
し
た
。

現
在
は
、
男
女
と
も
育
児
休
業

を
取
得
し
や
す
く
職
場
復
帰
も
し

や
す
い
環
境
整
備
に
力
を
入
れ
る
。

例
年
女
性
の
総
合
職
採
用
は
２

割
程
度
だ
が
、
２
０
１
５
年
の
新

卒
採
用
に
つ
い
て
は
、
３
割
に
ア
ッ

プ
し
た
。
引
き
続
き
、
女
性
の
積

極
採
用
を
進
め
る
と
と
も
に
、
女

性
が
活
躍
す
る
職
域
を
広
げ
る
意

向
だ
。

「
例
え
ば
営
業
職
。
得
意
先
を

回
る
ル
ー
ト
営
業
が
中
心
だ
が
、

女
性
が
自
身
の
殻
を
破
り
、
男
女

区
別
な
く
挑
戦
し
て
欲
し
い
」
。

キ
ャ
リ
ア
形
成
を
支
援
す
る
た

め
、
女
性
だ
け
の
研
修
も
行
っ
て

い
る
＝
写
真
は
昨
年
10
月
。

「
５
年
後
、
10
年
後
の
キ
ャ
リ

ア
プ
ラ
ン
を
女
性
自
身
が
ど
う
描

く
か
。
や
り
が
い
、
働
き
が
い
を

持
っ
て
仕
事
で
活
躍
し
て
く
れ
る

と
会
社
も
期
待
し
て
い
る
」
。

施
策
の
実
施
と
周
知
に
推
進
室

の
活
動
は
続
く
。

学ハロ大阪新聞 2015年1月16日 第15号 （2）

子育て後のキャリア描き、業務邁進
女性を積極的に採用、登用する企業が増えている。特に「くるみん」取得企業は

従業員の仕事と子育ての両立を積極的にサポート。就職活動中の女子学生の人気も

高い。今号では「くるみん」を既に取得している「レンゴー」と「佐川急便」の人

事担当者に、取得の目的や社員の意識の変化などについて聞いた。

厚
生
労
働
省
は
こ
の
ほ
ど
、
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
（
次

世
代
法
）
の
改
正
に
伴
い
、
新
し
い
「
く
る
み
ん
マ
ー
ク
」
＝
写
真

上
＝
と
「
プ
ラ
チ
ナ
く
る
み
ん
マ
ー
ク
」
＝
写
真
下
＝
を
作
成
し
た
。

「
く
る
み
ん
」
は
企
業
が
従
業
員
の
仕
事

と
子
育
て
の
両
立
へ
の
行
動
計
画
を
実
施
し

た
結
果
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
厚
生
労
働

大
臣
の
認
定
を
受
け
た
場
合
、
商
品
な
ど
に

表
示
で
き
る
マ
ー
ク
。
「
新
く
る
み
ん
」
は
、

認
定
を
複
数
回
受
け
て
い
る
企
業
を
評
価
し
、
取
得
回
数
が
一
目
で
分

か
る
よ
う
回
数
に
応
じ
て
星
が
増
え
て
い
く
デ
ザ
イ
ン
に
し
た
。

「
プ
ラ
チ
ナ
く
る
み
ん
」
は
、
く
る
み
ん
取

得
企
業
の
う
ち
、
さ
ら
に
両
立
支
援
が
進
ん
で

い
る
企
業
が
一
定
基
準
を
満
た
し
特
例
認
定
を

受
け
た
場
合
に
表
示
で
き
る
マ
ー
ク
。
マ
ン
ト

と
王
冠
を
付
け
、
取
得
企
業
よ
り
も
両
立
支
援

の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
表
現
し
た
。

「くるみん」新しく

２
０
１
５
年
新
卒
採
用

女
性
総
合
職
3
割
に
ア
ッ
プ

●レンゴー「
次
世
代
行
動
計
画
の
策
定
は
、

２
０
０
５
年
の
対
策
推
進
法
の
施

行
時
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
。
実

施
す
る
以
上
は
、
実
の
あ
る
も
の

に
し
た
い
と
の
思
い
が
強
く
あ
っ

た
」
。
レ
ン
ゴ
ー
の
人
事
部
女
性

活
躍
推
進
室
長
は
こ
う
強
調
す
る
。

同
社
は
日
本
初
の
「
段
ボ
ー
ル
」

製
造
販
売
会
社
と
し
て
１
９
０
９

（
明
治
42
）
年
に
創
業
し
た
。
現

在
で
は
、
板
紙
か
ら
段
ボ
ー
ル
ま

で
の
一
貫
生
産
に
加
え
、
印
刷
紙

器
や
フ
ィ
ル
ム
包
装
な
ど
消
費
者

包
装
分
野
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
重
袋

な
ど
重
包
装
分
野
ま
で
、
あ
ら
ゆ

る
包
装
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
総
合

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
企
業
で
あ
る
。

次
世
代
行
動
計
画
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
３
回
、
基
準
適
合
一
般

事
業
主
と
し
て
厚
生
労
働
省
大
阪

労
働
局
か
ら
認
定
を
受
け
て
い
る
。

社
員
約
３
７
０
０
人
に
占
め
る

女
性
の
比
率
は
1
割
以
下
に
留
ま
っ

て
い
る
。
「
女
性
が
少
な
く
、
ど

う
し
て
も
男
女
で
意
識
の
温
度
差

は
あ
る
が
、
男
性
を
含
め
た
働
き

方
の
見
直
し
は
他
人
事
で
は
な
い
、

と
い
う
意
識
を
全
社
に
喚
起
す
る

き
っ
か
け
に
な
っ
た
」
と
推
進
室

長
。「

女
性
が
働
き
や
す
い
環
境
を

整
え
る
こ
と
で
、
能
力
を
十
分
発

揮
し
、
業
務
に
邁
進
し
て
も
ら
い

た
い
」
と
成
果
を
語
る
。

主
な
制
度
で
は
、
育
児
短
時
間

勤
務
や
子
の
看
護
休
暇
は
小
学
校

３
年
修
了
前
ま
で
利
用
で
き
る
。

復
職
後
の
勤
務
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

制
度
も
あ
る
。

特
に
第
三
子
以
降
の
出
産
祝
い

金
を
百
万
円
と
大
幅
に
引
き
上
げ

た
。
「
子
ど
も
を
生
み
育
て
や
す

い
環
境
づ
く
り
が
狙
い
だ
。
社
員

が
少
子
化
問
題
へ
の
意
識
を
高
め

る
契
機
に
も
な
っ
た
」
。

２
０
０
６
年
４
月
の
導
入
か
ら

14
年
11
月
ま
で
、
延
べ
２
３
１
人

が
受
給
し
た
。

現
在
は
、
男
女
と
も
育
児
休
業

を
取
得
し
や
す
く
職
場
復
帰
も
し

や
す
い
環
境
整
備
に
力
を
入
れ
る
。

例
年
女
性
の
総
合
職
採
用
は
２

割
程
度
だ
が
、
２
０
１
５
年
の
新

卒
採
用
に
つ
い
て
は
、
３
割
に
ア
ッ

プ
し
た
。
引
き
続
き
、
女
性
の
積

極
採
用
を
進
め
る
と
と
も
に
、
女

性
が
活
躍
す
る
職
域
を
広
げ
る
意

向
だ
。

「
例
え
ば
営
業
職
。
得
意
先
を

回
る
ル
ー
ト
営
業
が
中
心
だ
が
、

女
性
が
自
身
の
殻
を
破
り
、
男
女

区
別
な
く
挑
戦
し
て
欲
し
い
」
。

キ
ャ
リ
ア
形
成
を
支
援
す
る
た

め
、
女
性
だ
け
の
研
修
も
行
っ
て

い
る
＝
写
真
は
昨
年
10
月
。

「
５
年
後
、
10
年
後
の
キ
ャ
リ

ア
プ
ラ
ン
を
女
性
自
身
が
ど
う
描

く
か
。
や
り
が
い
、
働
き
が
い
を

持
っ
て
仕
事
で
活
躍
し
て
く
れ
る

と
会
社
も
期
待
し
て
い
る
」
。

施
策
の
実
施
と
周
知
に
推
進
室

の
活
動
は
続
く
。
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子育て後のキャリア描き、業務邁進
女性を積極的に採用、登用する企業が増えている。特に「くるみん」取得企業は

従業員の仕事と子育ての両立を積極的にサポート。就職活動中の女子学生の人気も

高い。今号では「くるみん」を既に取得している「レンゴー」と「佐川急便」の人

事担当者に、取得の目的や社員の意識の変化などについて聞いた。

厚
生
労
働
省
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ど
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次
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援
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推
進
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（
次
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法
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ー
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上
＝
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「
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く
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。
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。
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場
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に
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マ
ー
ク
。
マ
ン
ト

と
王
冠
を
付
け
、
取
得
企
業
よ
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も
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立
支
援

の
取
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み
が
進
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で
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「
時
間
外
や
深
夜
の
割
増
賃
金

は
ど
う
や
っ
て
計
算
す
る
の
」

「
き
ょ
う
会
社
か
ら
自
己
都
合
で

辞
め
て
く
れ
、
と
い
わ
れ
た
。
こ

れ
っ
て
違
法
じ
ゃ
な
い
の
」
―
。

大
阪
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

「
知
っ
て
役
立
つ
労
働
法
」
セ
ミ

ナ
ー
で
は
、
若
者
を
対
象
に
、
就

職
に
関
わ
る
労
働
関
係
法
令
の
あ

ら
ま
し
を
解
説
し
て
い
る
。
そ
の

参
加
対
象
者
が
こ
れ
ま
で
の
現
役

の
学
生
な
ら
び
に
既
卒
３
年
以
内

か
ら
、
35
歳
未
満
に
拡
大
、
1
月

28
日
の
セ
ミ
ナ
ー
か
ら
受
講
で
き

る
こ
と
に
な
っ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
、
大
阪
労
働
局
労

働
基
準
部
の
担
当
者
が
講
師
を
務

め
毎
月
１
回
、
大
阪
新
卒
応
援
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
内
で
実
施
し
て
い
る
。

労
働
契
約
と
解
雇
、
賃
金
、
労
働

時
間
と
休
憩
・
休
日
な
ど
を
分
か

り
や
す
く
解
説
。
時
間
外
手
当
の

計
算
方
法
も
伝
授
し
て
い
る
。

昨
年
、
４
年
生
大
学
を
卒
業
し

た
20
歳
代
の
男
性
は
「
労
働
の
対

価
は
し
っ
か
り
受
け
取
り
た
い
と

思
い
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
た
。
就

職
を
前
に
労
働
契
約
と
賃
金
に
つ

い
て
、
基
本
的
な
内
容
が
理
解
で

き
た
」
と
話
し
て
い
る
。

学ハロ大阪新聞 2015年1月16日 第15号
（3）

環境整備で女性の活躍、もっと

「
く
る
み
ん
」
取
得
、
２
社
に
聞
く

「毎度ありがとうございます」

―。元気な声が梅田や堺筋のオ

フィス街に響く。心斎橋などの

商業地区やオフィス街で、より

顧客に密着したサービスを展開

するセールスデリバリー職だ＝

写真。半径250―500㍍の範囲内

にある50から70社の法人を担当。

専用の台車を使い、書類や小物、

商品などを集荷、配達する。

「弊社は男性の会社、という

イメージが強いかもしれないが

ここ数年、多くの女性が活躍し

ている。女性ならではの発想や

アイデアでお客様のニーズに応

えるのが目的だ。会社の成長に

女性社員の活躍は欠かせない」。

同社の採用担当者は強調する。

女性従業員の内訳を職種別で

みると、営業系（セールスドラ

イバーやサービスセンタースタッ

フ）は現在、約４割まで増えて

おり、事務系に迫る勢いだ。営

業系の職域に対し女性の進出が

拡大している、といえよう。

例えば宅配業務では、通信販

売の拡大で、女性配達員を求め

る顧客も多いという。

「通販の顧客は、仕

事をしている一人暮

らしの女性が多く、夜間に荷

物を受け取るケースが多い。

マンション住まいの女性も多

く、配達員が女性だと、夜で

も安心だ、との声を聞く」。

トラックに乗る軽四セール

スドライバー職でも女性社員

が活躍。大きく重たい荷物は

男性社員がカバーする体制も

整っている。「男女が共に働

きやすい職場環境。それを今、

目指している」と採用担当者

は力を込める。

同社がくるみんを取得した

のは2014年５月。ＳＧホールディ

ングスグループが2011年にグルー

プ収益の30％を女性が担う体制

をスタートさせたのに合わせ、

佐川急便もワークライフバラン

ス推進へ、仕事と育児・介護が

両立できるよう職場環境の整備

を進めた。

例えば、育児休業期間は満１

歳までを、満３歳までに延長し

た。育児短時間勤務の期間につ

いては、満３歳までを小学校就

学前までに伸びた。子の看護休

暇では、１人の場合、年５日が

10日に。２人では年10日が20日

になった。介護休暇期間も93日

から180日に増えた。介護休暇

も年５日が10日になった。

また、グループ横断のプロジェ

クトである「わくわくウイメン

ズプロジェクト」が2011年から

開始。乳がん検診など婦人科検

診の費用補助制度であるウイメ

ンズ検診や産休・育休者支援セ

ミナーを実施している。

「いろいろなライフスタイル

に合わせ仕事の環境や職場の風

土の改善へ意識改革を進めてい

きたい」。採用担当者は意欲を

見せている。

●

佐
川
急
便

働
き
や
す
さ
求
め

職
場
の
意
識
改
革
進
め
る

大
阪
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
い
よ
い
よ
３

回
生
の
受
け
入
れ
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
社
会
人

経
験
の
浅
い
若
者
に
対
し
、
各
業
界
出
身
の
ジ
ョ
ブ
サ

ポ
ー
タ
ー
が
仕
事
内
容
な
ど
を
伝
え
る
「
業
界
研
究
カ

フ
ェ
テ
リ
ア
」
を
２
月
12
日
に
開
催
し
ま
す
。
こ
れ
か

ら
就
活
を
始
め
る
方
、
一
旦
、
就
活
を
休
ん
で
い
た
方

も
新
た
な
就
活
の
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
今
号
も
前
号
に
引
き
続
き
女
性
が
活
躍
し
て
い
る

企
業
、
活
躍
を
考
え
て
い
る
企
業
を
取
材
し
ま
し
た
。

こ
の
記
事
も
業
界
研
究
の
一
つ
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
是
非
お
読
み
く
だ
さ
い
。

業界カフェ、ぜひ参加を
「
知
っ
て
役
立
つ
労
働
法
セ
ミ
ナ
ー
」

35
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受
講
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暇では、１人の場合、年５日が

10日に。２人では年10日が20日

になった。介護休暇期間も93日

から180日に増えた。介護休暇
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また、グループ横断のプロジェ

クトである「わくわくウイメン

ズプロジェクト」が2011年から

開始。乳がん検診など婦人科検

診の費用補助制度であるウイメ

ンズ検診や産休・育休者支援セ
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「いろいろなライフスタイル
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●

佐
川
急
便

働
き
や
す
さ
求
め

職
場
の
意
識
改
革
進
め
る

大
阪
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
い
よ
い
よ
３

回
生
の
受
け
入
れ
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
社
会
人

経
験
の
浅
い
若
者
に
対
し
、
各
業
界
出
身
の
ジ
ョ
ブ
サ

ポ
ー
タ
ー
が
仕
事
内
容
な
ど
を
伝
え
る
「
業
界
研
究
カ

フ
ェ
テ
リ
ア
」
を
２
月
12
日
に
開
催
し
ま
す
。
こ
れ
か

ら
就
活
を
始
め
る
方
、
一
旦
、
就
活
を
休
ん
で
い
た
方

も
新
た
な
就
活
の
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
今
号
も
前
号
に
引
き
続
き
女
性
が
活
躍
し
て
い
る

企
業
、
活
躍
を
考
え
て
い
る
企
業
を
取
材
し
ま
し
た
。

こ
の
記
事
も
業
界
研
究
の
一
つ
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
是
非
お
読
み
く
だ
さ
い
。

業界カフェ、ぜひ参加を
「
知
っ
て
役
立
つ
労
働
法
セ
ミ
ナ
ー
」

35
歳
未
満
に
受
講
拡
大
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公務員志望のきっかけは。

Ａ アルバイト先の区役所で子

育て中の女性が生き生きと働く姿

をみた。公務員なら時短休などの

制度を活用し、男性と対等に働き

続けることができると感じた。

Ｂ 私も長く働ける点を重視し

た。自分で収入を得て、結婚後も

働き続けられる仕事を、と考えた。

就活はどう進めたのか。

Ａ 臨床心理士の資格を取るつ

もりで大学院へ。親の期待も強かっ

た。だが、私は人の悩みを聞くこ

とに向いていない。むしろ紙に悩

みを書き、自己洞察をする筆記療

法の研究を続けたいと思った。た

だ、研究職は安定した仕事ではな

い、と反対の声もあった。一方で

大学院の教授は「やってみれば」

と。就職か、後期博士課程か。心

も揺れ、葛藤の日々が続いた。

Ｂ ３回生の夏から公務員試験

の塾に通った。企業説明会にも足

を運んだ。長く働ける企業か、

「くるみん」を取得しているか、

しっかり確認した。試験勉強も年

末を迎え、もう引き返せない。公

務員受験は周りに秘していた。大

学のゼミは課題の提出も厳しく、

試験勉強との両立が大変だった。

Ａ 町役場職員の募集はＨＰで

見つけた。公務員試験の勉強もし

ていなかったので自信はなかった

が、願書をもらいに町役場に行く。

町は落ち着いた雰囲気だ。パンフ

レットをもらい町のことを調べた。

幸運にも筆記試験は通過。面接日

は休日だった。役場の入口が分か

らず戸惑っていると、通りがかり

のおばあさんが「入口はあっちだ

よ」。気さくな親切がうれしかっ

た。人口も少なく住民と親密にな

れそうな町だ。安心感のある雰囲

気だし、もしかしたら自分に合っ

ているかも。そう感じた。

Ｂ 受験した市は住みやすそう

なイメージがあった。友人も住ん

でいたし。開発が進む住宅地や商

業施設、大きな公園など、地元に

とって当たり前の場所は自分の目

で確認した。古びたイメージを持っ

ていた町はとてもおしゃれ。大き

な公園はスポーツ振興に利用でき

る。これから発展する市だ、と感

じた。若い人にどんどん来てもら

い、町が変化していく過程に関わ

る。そんな仕事がしたいと思った。

就活で大変だった時期は

Ａ 病院事務職などに応募した

が「大学院を出てどうしてこの仕

事を」と、絶えず尋ねられた。私

は大学でも院でも好きな勉強に打

ち込んできた。頑張って成績優秀

賞もいただいた。なのになぜ、評

価されないのか。不採用通知を見

るたび「研究職に戻ろうか、でも

先は見えないし…」「安定のため

には就職したほうが、でも…」。

この繰り返しだった。

Ｂ 冬場は朝10時から夜10時ま

でひたすら勉強。模試の結果でそ

の成果を判断するだけの毎日だっ

た。友人はさっさと大手企業に就

職が決まる。「あーっ、私も大手

に行けたんちゃうか」。勉強にも

飽き飽きし、集中できずイライラ。

７月に初めて政令市の筆記が通っ

た。これが自信になった。「ここ

までやってきたんや。落ちたら意

味がない。やっとチャンスが来た

んや」。本気で前向きになれた瞬

間だった。就活は人生で一番大変

な時期。これを乗り切れば、多く

の苦しみも乗り越えられるはず。

受験と比べやはり重みが違う。大

学や下宿、塾の費用すべては親の

支援があってこそ。やがては一人

で生きていかねばならない。人生

を生きる自信と覚悟が生まれた。

Ａ 町役場の面接では初めて、

学業の成果を褒められた。大阪マ

ラソンの参加など自分が打ち込ん

だことを聞いてくれたことがうれ

しかった。就活をして初めて自分

が認められたんだ、と感じた。イ

ベントに参加する家族連れ、遺跡

や祭り。親切なお年寄りに、私を

認めてくれた職員…。優しい言葉

をかけてくれたこの町の人たちの

ように、私もなりたいな、と心か

ら思えた。

大阪新卒ＨＷはどう利用したか。

Ｂ 友人に勧められた。模擬面

接や見た目を大切にする講座が役

に立った。面接は内容勝負と思っ

ていたが、ど

のセミナーも

印象の大切さ

と入退室をしっ

かり教えてく

れた。ビデオ

で自分が歩く姿を見て「覇気がな

い歩き方だ。足が上がっていなく

てやる気がないように見えるな」

と。その後の面接では、印象を良

くすることを一番に心掛けた。

Ａ キャリアセンターで知り、

模擬面接を主に。緊張感と練習、

フィードバックが参考になった。

公務員志望者へ伝えたいことは。

Ａ 院生の就職は難しいが、好

きな研究に力を注いでいるという

本気の姿勢を伝えると、必ず評価

してくれる人がいる。

Ｂ 試験本番は想像以上の緊張感

がある。勉強も面接対策も早めに

始めるとよい。人と話す機会を持

ち、感性を磨くことも大切だ。

「子育てと両立し長く働ける仕事がしたい」。地方公務員を志望した二人の女性

だが、周りが次々と就職を決めていく中、焦りと葛藤が募る。「進学か就職か」

「このまま公務員でいいのか」。不安を抱えながらも信念を貫いた軌跡を振り返る。
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